2016年4月2日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第17章1～10節
　本日初めてこの会に参加される方は何名いますか？

前回はサマーディ(三昧)についての話でしたが、難解だったという印象を持った人もいたかもしれません。

確かに難しかったかもしれませんが、講話の内容を文章にしたものが協会のホームページにアップロードされています。

今日の参加者の中でそれを読んだ人は何人いますか？(挙手を求める)
何名かはいるようですが私の理想からすると少ないですし、講話を聞いただけでその後テキストを読むことをしなければ、私の話は複雑で難解なままです。
一回聞いただけで話の内容を理解するのは困難だと思いますし、せっかく協会のホームページにアップロードされているものを活用しないと、それが無駄になってしまいます。
このことはこれまで何回も強調していますが、それはこの会が単なる講座ではなく毎月一回の勉強会だからです。
普通の講座だったら、参加者の理解の度合いをチェックすることはしません。

これは勉強会なので、皆さんが理解しなければ次の段階に進めません。

今日の参加者40数名の内で、講話を聞いた後さらにテキストをチェックしている人が先程のようにわずかな数しかいないなら、この勉強会自体が無意味になってしまう恐れがあります。

いっぽうで皆さんは「話が難しい」と言いますが、テキストを読み返すことをしなければ、それは当然のことです。
一回だけ参加するのも結構ですが、これは聖典の勉強会なので皆さんには続けて参加してほしいですし、そのためにはテキストを読んで内容を本当に理解してください。

私もこの講義をするための準備をしていますし、その準備は決して簡単なものではありません。

インドの真理について日本語で解説を聞けるのは、スペシャル・チャンスだと思います。

皆さんのほうも協力してくれないと、私も少しがっかりしてしまいます。

「時間がない」という言い訳は、そのまま受け入れることはできません。

次回もう一度このことに関して皆さんにお聞きしますので、その時には多くの人がテキストを読んでいることを期待します。
皆さんは大人であり誰かに強制されたわけでなく、自分の意志で興味を持ってこの勉強会に参加していると思います。

この勉強会が皆さんにとってより大きな結果をもたらすために、ぜひテキストを読んでください。その上で不明な点があれば質問してください。

月一度の会ですし、講話の約2週間後にはテキストがアップロードされています。

話が複雑なのはその内容がとても深遠だからです。

人生のためにとても大事な深い真理について学べる、滅多にないチャンスです。

深い話なので難しく、したがって理解するためには講話を聞くだけでなくテキストを読むことが必要なのです。時には皆さんにとって耳の痛い話もしなければなりません。
新しく参加した方たちも最初は難しいと感じるかもしれませんが、テキストをチェックしながら理解して、勉強を継続してください。
前回はサンプラギャータ・サマーディとアサンプラギャータ・サマーディでは何が違うか、また最終的なサマーディであると言われるアサンプラギャータ・サマーディ(『ヨーガ・スートラ』の言葉であり、シャンカラチャーリヤの考えではニルヴィカルパ・サマーディ)もそこで終わりではなく、まだその先に経験することがあるという話をしました。
また、サマーディの状態ではどんな経験をするのかお話ししました。

この状態を言葉で説明するのは困難であり、それは無限・絶対・超越・至高・永遠の状態であるサマーディを、言葉という有限の手段で伝えようとすれば、そのためには会話をつかさどるこれまた有限の道具である、口・舌・喉などの感覚器官を使わなければならないからです。
ですからサマーディを言葉で伝えようとすること自体が矛盾であり無理があるのですが、敢えて我々が少しでもサマーディを理解できるように、補助手段としてヒントとなるイメージをいくつか紹介しました。

塩で作られた人形が海水の量を測りに海に入って行き、海の水に溶け込んで海とひとつになり二度と戻ってこられなかった

塩は海の水から出来ているので、それがまた海の水に溶けるとひとつになり区別できません。

水に水を加えるとひとつになり、油に油を加えるとこれもひとつになり、区別できません。
色々なたとえ方がありますが、サマーディの状態ではジーヴァ・アートマン(個人的なアートマン)がパラ・アートマン(偉大なアートマン＝ブラフマン)と一体になり、区別できなくなるのです。
次のようなイメージについても話しました。

狭い鳥かごに閉じ込められていた鳥が、解き放たれて大空を自由に飛び回っている時の至福

小さな池の中という世界しか知らなかった魚が、大海を泳ぎ回っている時の解放感

以上のようなたとえで束縛から解放された自由な状態を説明しましたが、すべてイメージであって、サマーディが何であるかを本当に言い表すことはできません。
そしてサマーディについて描写しているスワミ・ヴィヴェーカーナンダジの詩を紹介しましたが、前回は詩の意味だけを説明したので今日はメロディーの付いた歌をお聴かせします。

(インターネットからダウンロードした音声を再生して参加者に聴かせる。以下の詩文は3月講話のものを転用)

美しく偉大な自然はすべて消え去り　太陽もなく　美しい月もなく　かすかな光もない　

宇宙は虚空に影のように浮かんでいる　

心は存在するが　宇宙は存在していながら　存在していない

私意識の中で　宇宙は表れては消え表れては消えることを繰り返している

しかしやがてその影も消え去る

僅かに残っていた私意識もなくなり　空(くう)は空(くう)の中に入る

この状態は心と言葉を越えていて　経験した者のみがそれを理解できる

皆さん、この歌を聴いてサマーディに入れましたか？
この詩には二つのポイントがあります。

サマーディに入る前この宇宙は影のように見えていたのが、やがてその影もなくなります。

そして影がなくなった後の状態は描写できません。

スワミジは詩の最後でこの影がなくなった後の状態を、

アヴァン　マナサ　ゴーチャラン　(a-vak-manasa-gocharam)

と表現しています。
vak     :感覚
manasa  :心

gocharam:認識(理解)できる

文法の規則上 vak はヴァンと発音しますが、先頭の a が否定の接頭辞なのでサマーディの最終的な状態は、

感覚や心では理解できない
という意味になります。
この表現はサマーディの状態を認識することの困難さを表すため、もともとはウパニシャッドにあった言葉をスワミジが引用したものです。
この詩で使われているチャーヤー(Chhaya)は、サンスクリットで影(Shadow)の意味です。

前回もサマーディを経験すると至福が訪れ、釈迦の場合はそれを抑えきれずに歩き回り、その歩いた足跡から蓮の花が咲いた、という話をしました。

前回の説明でひとつ修正する部分があります。

ニルヴィカルパ・サマーディについていくつかある説のうちのひとつとして、これを経験するとその21日後にこの世を去る、という説を紹介しました。

ニルヴィカルパ・サマーディに入ってから無条件に21日後に亡くなるのではありません。
正しくは、

ニルヴィカルパ・サマーディを経験した聖者が、その経験の後自分の意志で肉体を捨てる決断をした時、その決断から21日後に彼はこの世を去る

ということであり、自動的に21日後なのではなくその人の意志によるのです。
この決断をした後の聖者は無意識になっているわけではありませんが、体は全く動かず、飲食はせず、トイレにも行かないという状態が3週間程度続き、医師が診察しても肉体は病気になっておらず、この状態に診断が下せないのです。
そして決断から3週間後に熟した果実が樹の枝から落ちるように、聖者は肉体から去るのです。

聖典の記述について学者の間で議論があるのが、「ニルヴィカルパ・サマーディを経験した後、再びこの世に戻ってくることが可能かどうか」という問題です。

ある学者たちは「それは不可能である」、と強硬に主張します。
彼らの論理は先ほどの塩人形のたとえにあるように、「一度ブラフマンに溶け込んでしまった個人的アートマンが再び形成されるのは不可能である」ということです。

これは論理的根拠としてはかなり強固で堅牢(strong logic)です。
これに対して、「ニルヴィカルパ・サマーディを経験した後も再びこの世に戻ってくることが可能である」という主張もあり、前回はホーリー・マザーの言葉を紹介しました。

神はその恩寵で、ブラフマンに溶け込んだ個人の意識(魂)を、ブラフマンの大海から再び回収するのです

『ラーマクリシュナの福音』でも、このテーマについては何回も出てきます。
シュリ・ラーマクリシュナはシャンカラチャーリヤの例を挙げて、ニルヴィカルパ・サマーディからは戻ってこられないという説を否定しています。

シャンカラチャーリヤはたくさんの本を書き上げました。

ウパニシャッドの注釈、ブラフマスートラの注釈、美しい讃歌などを書いただけでなく、インドの東西南北に僧院を建設し、宗派も創設するなど、多くの仕事を成し遂げました。
またパタンジャリももちろんニルヴィカルパ・サマーディを経験して戻ってきたはずであり、そうでなければ『ヨーガ・スートラ』を書くことはできません。
ニルヴィカルパ・サマーディから戻らなかった例も、戻ってきた例も、両方あるのです。

それでは、ニルヴィカルパ・サマーディから戻ってくる途中、そして戻ってきた後はどのような状態でしょうか。
これに関して私の知る限りではただひとつだけ、とても特別な記録があります。
とても有名な記録であり、『スワミ・ヴィヴェーカーナンダの生涯』を読んだ方は覚えているかもしれません。

コシポール・ガーデンハウスにおいて、シュリ・ラーマクリシュナの恩寵でスワミ・ヴィヴェーカーナンダはニルヴィカルパ・サマーディを経験しました。

ここでニルヴィカルパ・サマーディと『ヨーガ・スートラ』のアサンプラギャータ・サマーディは同じであることを、頭に入れておいてください。
ニルヴィカルパ・サマーディに入り氷のように体の冷たくなったスワミ・ヴィヴェーカーナンダを見た周囲の人は、「ナレン(ヴィヴェーカーナンダジの出家前の名前)が死んでしまった」と取り乱しました。
その報告を聞いたシュリ・ラーマクリシュナは全く動揺せず、「心配はいらない。ナレンはさんざん私にそれを経験させてくれるようせがんだのだ。彼をそのままにしておきなさい」と言いました。

しばらくするとスワミ・ヴィヴェーカーナンダは徐々にニルヴィカルパ・サマーディから戻ってきましたが、その過程でまず最初に自我意識(私が～/私の～)が戻りました。
その次に記憶が戻ってきましたが、この時点ではまだ肉体意識は戻っていなかったので、ヴィヴェーカーナンダジは「ゴパール兄さん！　私の足はどこにありますか？　手はどこにありますか？」と尋ねました。

会話の感覚は戻っていましたが、それ以外の肉体意識は戻っていなかったのでこう質問したのです。それに対してゴパールはスワミ・ヴィヴェーカーナンダの足や手を押しながら、「ナレン、君の足はここにあり、手はここにある」と答えました。

ゴパールに手足を押されて最終的にヴィヴェーカーナンダジの肉体意識も戻りました。
ニルヴィカルパ・サマーディから戻ってくるプロセスを記述した大変に興味深い記録です。
いきなりすべてが一度に戻るのではなく、まずは自我意識、次に記憶、感覚、最後に肉体意識の順で、徐々に戻ってくるのです。

これが何回もニルヴィカルパ・サマーディを経験するようになると、そこから戻って来るのにそれほど時間がかからなくなります。
スワミ・ブラマーナンダジは次のように言っています。

ニルヴィカルパ・サマーディを一回でも経験する人は非常に稀である。それを二度三度と経験できる人はさらに稀である。それなのにシュリ・ラーマクリシュナは毎日何回もニルヴィカルパ・サマーディに浸っていた。
シュリ・ラーマクリシュナがどれほど特別な方だったか、おわかりだと思います。

『ラーマクリシュナの福音』の中にも、ニルヴィカルパ・サマーディから戻ってきたシュリ・ラーマクリシュナがその場にいたもちろん顔見知りの人に、「あなたはどなたですか？」と尋ねるシーンが描かれていますが、その後すぐに普段の状態に戻ったという記述があります。
ニルヴィカルパ・サマーディから戻ってくるプロセスについて説明しましたが、では戻ってきた後はどんな状態でしょうか？

ヒンズー教の聖典のなかにこの状態を表現するジーヴァン・ムクタという言葉があります。

ヒンズー教の中でもジーヴァン・ムクタは非常に特別なアイデアであり、これだけをテーマにして書かれた本もあるほどです。

ジーヴァット・ムクティ(Jivat-Mukuti)  ⇒　ジーヴァン・ムクティ(Jivanmukuti)
ジーヴァット：生きている間

ムクティ    ：解脱

ムクタ      ：ムクティを経験した人
であり、

ジーヴァン・ムクタ：生きている間に解脱した人

のことです。
なぜわざわざ「生きている間」という表現を使うのかといえば、ヒンズー教では「解脱とは普通は死後に得られるものである」と考えられているからです。

ジーヴァン・ムクティに対して、ヴィデーハ・ムクティ(Vi-dehamukuti)のほうはより一般的なアイデアです。

デーハは肉体、ヴィはそれがないことを表すので、ヴィデーハ・ムクティは「死後の解脱」の意味です。死後の解脱の例はたくさんあります。

求道者が霊的実践を重ねて神の恩寵で死後解脱する、という例は多くあります。
しかしたとえ死後本当に解脱したとしても、死者はそれを報告できないので確かめようがありません。

我々が「解脱は実際に可能である」ことを確認するためには、ジーヴァン・ムクタという生きた実例があれば、それに越したことはありません。

ムクティ(解脱)は「束縛からの解放」です。

ここで言う束縛とは、肉体の鎖、感覚の鎖、心の鎖、知性の鎖、記憶の鎖、自我の鎖、トリグナ(サットワ・ラジャス・タマス)の鎖、サムスカーラの鎖、カルマの鎖、これらすべての鎖のことです。
これらすべての鎖を断ち切って解放されることが解脱ですが、[束縛]というネガティブな言葉を使わないでこの解脱をよりポジティブに表現するなら、最高の幸福、最高の平安、最高の力、最高の知識、ということになります。
そしてこの状態が生きている間でも可能であることを表現した言葉が、ジーヴァン・ムクティです。

シュリ・ラーマクリシュナの直弟子で霊的レベルのとても高かったスワミ・トゥリヤーナンダジは、学者でもありました。

トゥリヤーナンダジはヴェーダーンタが大好きでしたが、「永遠に自由であるはずのアートマンがなぜマーヤーである肉体に束縛されているのか？」という疑問を持っていました。

聖典を学んだ結果、トゥリヤーナンダジはその回答を得ました。

その結論とは、

アートマンは、肉体に束縛されたままの困難な状況下でさえ解脱できる、ということを経験したかったから
です。

「アートマンは自分から束縛を求めて肉体に入った」というとても面白い説明です。

アートマンは束縛されている状態でも至福が欲しかったのであり、それは無理なことではなく、
ジーヴァン・ムクティがまさにその状態なのです。
ジーヴァン・ムクタには体も感覚も心もありますが、解脱しています。
とても面白い表現があります。

肉体の中にいながら本当は肉体の中にいない
デーハスタ　アピナ　デーハスタ(dehasthah api na dehasthah)　
deha:肉体

stah:存在する

api :にもかかわらず

na  :～しない

外から見ると肉体に閉じ込められているように見えていても、本当は体の中にはいないジーヴァン・ムクタのことです。

普通の皆さんは肉体意識がとても強いので受け入れにくいとは思いますが、まずはこのアイデアを聞いて頭に入れたら、少しでもイメージしてみてください。

瞑想が深まらないまま頭だけでこの状態を本当に理解することは無理なのですが、わかりやすいようにひとつ簡単な例を挙げます。
この教室に参加している皆さんがどれだけ講義に集中しているか、そのレベルは各人各様でバラバラであり、教師である私もチェックできません。

外見上は同じように座って私のほうを見て、同じように私の話に耳を傾けているように見える人の中にも、心は全く別の今後のスケジュールについて考えている人もいるかもしれません。
体はこの教室にいて、眼は私を見て、耳もオープンではあっても、その人はここにはいません。
なぜなら心が他の場所に行ってしまっているから。

肉体はここに存在していても、本当のその人はここにいません。

私も参加者の眼の状態を見てわかる時があります。

「心ここに在らず」の状態であり、心がいなければあなたもいません。
同じことを霊的なレベルに置き換えるなら、「肉体の中にいながら本当は肉体の中にいない」という状態が少しはイメージできるのではないでしょうか。
『バガヴァッド・ギーター』ほど知られてはいませんが、シャンカラチャーリヤの書いた『ヴィヴェーカチュダーマニ』(Vivekachudamani)という有名なヒンズー教の聖典があります。
本のタイトルの意味は「最高の識別」であり、この中の428～440節がジーヴァン・ムクタのしるしとは何であるかの説明に当てられています。
また『バガヴァッド・ギーター』第2章55～72節にはスティータプラッギャー、そして第14章22～27節にはグナーティタについての説明があります。
スティータプラッギャー(Sthitaprajna)  :安定した知性
グナーティタ(Gunatita)              　:3つのグナを超越した状態
スティータプラッギャーとグナーティタは、共にジーヴァン・ムクティと同じことです。
『バガヴァッド・ギーター』は皆さんもお持ちだと思うので、『ヴィヴェーカチュダーマニ』の428～440節からジーヴァン・ムクタのしるしについていくつか紹介します。
・知性が安定していて、絶えず至福の状態にいて、宇宙の出来事を記憶していない

・絶えずブラフマンと一体であり、世俗的な事に興味を持たず、欲望がない
・解脱の願望がなく、肉体を持ちながら体意識がなく、生死について心配しない
・自分の肉体のことを影であるかのように考えて、自分と同一視しない

・過去のことについて考えず、未来について心配せず、現在について無関心である

・どんなものに対しても好き嫌いの感情を持たず、何を贈られても喜びも悲しみもしない

・いつも絶対の至福を味わっていて、肉体的・感覚的・心的なものに無関心である

・肉体・感覚・家・親族・義務について、私意識や[私の～]意識がない
・自分の本性とブラフマンの本性が同一であると理解し、すべての束縛から解放されている

・個人的アートマンとブラフマン、ブラフマンと宇宙とを区別せず、すべてを同等に見る
・善人から尊敬されても悪人から批判されても全く気にしない

以上の特徴を備えた人がジーヴァン・ムクタ(生きている間に解脱した人)である、と『ヴィヴェーカチュダーマニ』では説明されています。

「知性が安定していて」とは、『バガヴァッド・ギーター』のスティータプラッギャーと同じことです。
「解脱の願望がなく」はすでに解脱しているので当然であり、「肉体を持ちながら体意識がなく」も先程説明した、肉体の中にいながら本当は肉体の中にいない、と同じです。

「過去・現在・未来について無関心」なのは、タマス的な人も外見的には似たように見えます。
しかしもちろん、ジーヴァン・ムクタとタマス的な人は全く違います。

時には両極端のものが同じように見えることがあるので、誤解しないでください。

「アートマンとブラフマンと宇宙を区別しない」のは、本当の知識を持っているからです。

皆さんは日差しの中を歩くとき、自分の影が地面に映っているかどうか注意を払いますか？

自分の影が地面の汚い場所に映っていたら気にしますか？

影が映る所に穴があったら、影が穴に落ちないように気をつけますか？

皆さんが自分の影について無関心なのは、たとえ自分と肉体を同一視していたとしても、影はあくまで影であって自分の肉体そのものではない、と知っているからです。

同様に自分と体とを同一視せず、自分の本性から見れば自分の肉体そのものも影のようなものだと知っているジーヴァン・ムクタにとって、自分の肉体とは、「あってもいい、なくてもいい、なくなってもいい」ものなのです。
「肉体を持ちながら体の中にいない」(デーハスタ　アピナ　デーハスタ)、というこの状態について皆さんが頭で考えるだけでも、一時的かもしれませんが肉体意識を弱めて幸せになるためにある程度の効果があります。

そのためにはこれまで何度も強調していますが、家に戻ったら集中するために時間を割いてください。いくつか興味深い例を挙げます。
スワミ・ブラマーナンダジはもちろんニルヴィカルパ・サマーディの経験があり、シュリ・ラーマクリシュナの直弟子で「霊的な息子」と呼ばれていました。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダジはブラマーナンダジについて、「ラカール(ブラマーナンダジの出家前の名前)の霊的レベルは私より高い」と評していました。

(もちろんヴィヴェーカーナンダジは一番高い霊的レベルにありましたが)
ブラマーナンダジはいつも霊的にとても高い状態にありましたが、ヴィヴェーカーナンダジの後を継いで、ラーマクリシュナ僧院の二代目の僧院長(プレジデント)になっていました。
僧院の問題解決のために時おり開かれる運営委員会に出席を求められた時のブラマーナンダジの返事は、いつも決まって「今は体調が悪いので次回に」であり、出席を避けていました。
僧院には期限までに決定を要する事項があり、ある時たまりかねた委員のひとりであるスワミ・シュッダーナンダジ(ヴィヴェーカーナンダジの弟子で学者、後の僧院長)がブラマーナンダジになぜ委員会への出席を渋るのか尋ねました。
それに対してブラマーナンダジは、「スディール(シュッダーナンダジの出家前の名前)、今の私にはこの世界は影のように見えている。この状態から心を引き戻して日常の仕事に集中するのは難しいのだ」と答えました。
ブラマーナンダジの心は絶えず超越の状態(グナーティタ)にあったので、彼にとって非実在に見える普通のこまごまとした仕事に集中するのは困難だったのです。
ブラマーナンダジは書類への署名というすぐにでもできそうな簡単な依頼に対しても、「後で」と先延ばしすることがありました。
ブラマーナンダジの兄弟弟子のサラダ―ナンダジがある時、「マハラジ、今日こそは絶対にサインしてもらわないと困ります」と迫った時のブラマーナンダジの答えは、「私は自分の名前の綴りを忘れてしまった」でした。
ブラマーナンダジの心がどんなレベルにあったのか、想像できますか？

とても特殊で他にはあまり聞いたことのない、世界が影のように見えている人の実例です。

きちんとした記録のある実話ですが、ブラマーナンダジが結局いつサインできたのかはわかりません。別の例を紹介します。

スワミ・ヴィッギャーナナンダジはシュリ・ラーマクリシュナの直弟子になる前は、とても有能なエンジニアで、ラーマクリシュナ・ミッション本部にある大きな寺院は彼が設計しました。
ヴィッギャーナナンダジは後にラーマクリシュナ・ミッションのプレジデントになりましたが、在職中にアメリカから女性の賓客がベルルマトを訪れました。

ミッションのスタッフである僧がヴィッギャーナナンダジに対し、その女性のゲストに簡単な挨拶をしてくれるよう頼みました。
ヴィッギャーナナンダジはゲストに会うことを嫌がり、「私を独りにしておいてください」と言いましたが挨拶することを強く求められたので、「私はなんと言えばいいのですか？」と尋ねました。以前は優秀なエンジニアだったヴィッギャーナナンダジなのに、挨拶の言葉を思いつかなかったのです。

僧は、「マハラジ、とても簡単でいいのです。　Good morning madam　(おはようございますマダム)　とだけおっしゃってくださればいいのです」と答えました。
それを聞いてからゲストと面会したヴィッギャーナナンダジは、女性の客に対して、

「Good morning sir」と間違った挨拶をしてしまいました。

ヴィッギャーナナンダジがわざと単純な挨拶すらできないふりをしたわけではなく、世界が影のように見えている人には、普通の義務、普通の仕事をこなすこともやさしくはないのです。
(デーハスタ　アピナ　デーハスタ)

スワミ・サラダーナンダジが作ったスワミ・ヴィヴェーカーナンダジを讃える歌があり、協会ではよく歌われています。
その歌詞の中でヴィヴェーカーナンダジは、
いつも真理(ブラフマン)とひとつになっている 
と表現されています。
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